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画 像 診 断 を目的とした 製
品は、大まかにX線装置、CT、
MRI、超音波診断装置、及び核
医学装置に分類することができ
る1）。この中の一つの超音波診
断装置において、その大きさが
ポケットサイズにまで小型化さ
れた装置が2010年に発売された。その後も現在まで改良が複数
回行われている。医療機器のイノベーションという視点からこの
製品を例に挙げ、その意義について述べる。

従来ノートパソコンに近い形状の超音波診断装置はあったも
のの、この製品は胸ポケットに入るほどの大きさで親指1本で直
感的に操作できることが一番の特徴である。3.5インチの液晶パ
ネルを搭載した本体にプローブが接続されている。発売当初よ
り、在宅医療や救急・災害医療、へき地医療などをその使用場
面として想定していると発表され２）、使用場面と使用者の拡大が
期待された。しかし、この製品の特徴は小型であることだけでは
なかった。あるユーザーは、本製品のすぐれた点として、小さいこ
とよりも画像の明瞭さと起動時間がたった20秒であることを挙げ
ている３）。立ち上がりまでの時間は、スピードが求められる救急外
来などでのニーズの一つであり、サイズ以外にも医療現場での
実使用を想定した特徴を備えていたことがわかる。

この製品は改良が続けられ、その後2014年には1本のプロー
ブの両端に深部臓器と表在臓器のそれぞれを描出できる二つ
の探触子を搭載した2 in 1方式のプローブタイプのモデルが発
売された。表在臓器も描出できるプローブの搭載により、表在血
管や前立腺、甲状腺、肺エコー（気胸）などが描出できるように

なった4)。
これによって、プローブの

付け替えが不要となった。こ
れも在宅や救急外来、災害
などの現場で時間節約に役
立つ特徴であった。

2017年には新たにタッチスクリーン機能、5インチ型の液晶ディ
スプレー、Wi-Fi機能を搭載したスマートフォンのような操作性を
実現したモデルが発売された。起動時間も最短1秒に短縮され、
救命救急の場面等においてなるべく早く診断をしたいというニー
ズにさらに応える仕様となった５）。あるユーザーは、（救急の際）短
時間のうちに呼吸と循環の評価を行う必要がある現場での運用
では、右手では聴診器で患者さんの胸の音を聞きながら、左手
で本製品を起動しておくという流れを紹介している6)。さらなる起
動時間の短縮は、このようなユーザーの声の反映を意図したも
のであったと考える。初期モデルの登場時の2010年時にはまだ

普及し始めであったスマートフォンだが、2016年にはその利用率
が70%を超えた７）。そうした時期に、その操作性を本装置にも取り
入れることで、ユーザーは直感的に使用できるようになったと考え
る。また、本モデルでは、残尿の感覚がない、あるいは薄れている
患者さんを診察することも多いプライマリ・ケアの領域で広く求め
られる残尿量の計測アプリケーションが搭載され、半自動的に残
尿量の体積が計測可能になったという8)。これらの点もユーザー
視点での改良といえるだろう。

さらに2018年には新モデルにおいて、診断時に役立つ新機
能や定量的な計測・解析アプリケーションを搭載した。外部モニ
ターへの出力機能により大画面モニターなどに検査画像を表示
可能とすることで、患者さんや家族、医療スタッフと供覧可能とし
たり、術者の手順を作成し登録することができる機能を加えたほ
か、画像の調整や様 な々ユーザーをアシストする機能が加えられ
た9)。これらも、ユーザーの使いやすさに呼応した改良を、今回は
ソフトウェアをもって成し遂げたものといえるだろう。

発売当初、本装置はその胸ポケットに入るサイズから、特にそ
の利用シーンに着目されていた。しかし実際には使用場所のみな
らず、実際のユーザーの使用方法、使用目的に合わせそのニー
ズを一つひとつ反映し続けるために、サイズ以外の点でも様 な々
改良がされ続けている。「イノベーション」とは、新たなもしくは改良
された技術が生まれ、これが普及した状態と考える。普及するこ
とで医療現場のニーズに応える貢献ができて初めてイノベーショ
ンと呼べるのではないだろうか。本装置は2010年の発売以来、日
本国内の販売実績は5,200台を超えるという（2017年4月現在）
10)。今後もニーズにしっかり寄り添い、医療現場を支えるイノベー
ションの一翼を担い続けていく必要がある。
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ポケットサイズの超音波診断装置
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